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1．Alice’s Adventures in Wonderland における言葉あそび





























（63）。また，第 IX章でMock Turtleが，先生は an old Turtle（海亀）なのだが，
生徒から Tortoise（陸亀）と呼ばれていた，なぜなら“he taught us”だから






する上での次の五つの問題点について検証している（118-166）2。（1） 詩 （2） 
言葉あそび （3）キャロルの造語またはナンセンス語 （4） 論理を含むジョー
ク （5） 意味のひねり“twist”の 5点である。まず，（1）については，『不思
議の国のアリス』に登場する10編の詩のうち8編が有名な詩のパロディだが，
原詩は日本ではよく知られておらず，韻律の面白みも訳では伝えにくい。（2）
は，tail と tale, notと knotなどのような同音異綴異義語，mineなどの同音
同綴異義語などによる言葉あそびである。（3）はMock Turtle（Soup）のよ
うなキャロル独自の造語である。（4）は，慣用句などにおける論理的ジョーク，













“Mine is a long and a sad tale”said the Mouse, turning to Alice....“It is a long 
tail, certainly,”said Alice, looking down with wonder at the Mouse’s tail; “but 
19　『不思議の国のアリス』の言葉あそびの翻訳の比較─明治時代から令和時代まで─

























































































































うのが一般的である。common, oftenなど 2音節語でも more, mostを使う
傾向があり，英語史の流れからみても，-erよりもmore, mostを使って比較級・
最上級にする方向にあるので，アリスのこの言い方は文法的にも，英語史の
観点からも変則的な言い方である（安井 313）。“Curiouser and curiouser !”
cried Alice (she was so much surprised, that for the moment she quite forgot 
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だわ。ほんとにてこりんへん
























26.  「へんてこりんがどんどこりん !」（きちんとした言い方を忘れてしまっ
たのです。）（河合 2010）


































































“The master was an old Turtle─we used to call him Tortoise─”“Why did 
you call him Tortoise, if he wasn’t one?”Alice asked.“We called him Tortoise 



























































































タ ー ト ル
ミガメだったけどよう─ぼくたちオ
ト ー タ ス
カガメって
いってたんだよう」「ぼ
ト ー タ ス
くらに教えたから，オ





























































タ ー ト ル
ウミガメ，オ
ト ー タ ス
カガメ，ぼ































































































1 作者キャロルは，次の記事でもこの punを使っている。“What the Tortoise 
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